
Business Labor Trend 2015.7

32

　

連
合
（
古
賀
伸
明
会
長
）
と
金
属
労
協
（
Ｊ

Ｃ
Ｍ
、
相
原
康
伸
議
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
二

〇
一
五
闘
争
の
「
中
間
ま
と
め
」
を
確
認
、

公
表
し
た
。
連
合
は
、
マ
ク
ロ
的
な
観
点
で

の
賃
上
げ
や
人
へ
の
投
資
の
必
要
性
を
訴
え

て
交
渉
し
た
結
果
を
、「
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
な
が
る
大
き
な
成
果
と
受
け
止
め
る
」
と

総
括
。
金
属
労
協
も
「
二
〇
一
四
闘
争
で
作

り
出
し
た
賃
上
げ
の
流
れ
を
加
速
さ
せ
、
賃

上
げ
獲
得
組
合
、
賃
上
げ
幅
と
も
に
前
年
を

上
回
る
成
果
を
引
き
出
し
た
」
な
ど
と
評
価

し
て
い
る
。

賃
上
げ
や
人
へ
の
投
資
の
必
要
性
に
つ

い
て
一
定
の
理
解
が
進
ん
だ
―
―
連
合

　

連
合
は
六
月
三
日
、
岩
手
県
盛
岡
市
で
中

央
委
員
会
を
開
き
、
二
〇
一
五
春
季
生
活
闘

争
の
中
間
ま
と
め
を
確
認
し
た
。

　
「
中
間
ま
と
め
」
は
ま
ず
、
二
月
末
時
点

の
要
求
状
況
に
つ
い
て
、
定
期
昇
給
相
当
分

を
含
む
水
準
が
一
万
八
八
七
円
（
三
・
七

四
％
）
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、「
す
べ
て

の
組
合
が
、
賃
上
げ
を
起
点
と
し
た
『
経
済

の
好
循
環
実
現
』と『
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
』

に
向
け
、
労
働
組
合
が
果
た
す
べ
き
社
会
に

対
す
る
責
務
を
十
分
に
認
識
し
た
う
え
で
、

月
例
賃
金
に
こ
だ
わ
り
二
％
以
上
の
賃
上
げ

を
求
め
る
と
い
う
方
針
に
沿
っ
た
要
求
が
な

さ
れ
た
」
と
し
た
。
組
合
員
数
三
〇
〇
人
未

満
の
中
小
労
組
が
九
六
九
六
円
（
三
・
九

九
％
）
の
要
求
水
準
と
な
っ
た
こ
と
に
も
触

れ
、企
業
規
模
間
の
格
差
是
正
に
向
け
て「
中

小
共
闘
の
掲
げ
た
格
差
是
正
を
意
図
し
た
水

準
の
設
定
と
そ
の
趣
旨
に
沿
っ
た
取
り
組
み

が
行
わ
れ
た
」
と
評
価
し
て
い
る
。

　

一
方
、
交
渉
経
過
に
つ
い
て
は
、
マ
ク
ロ

の
観
点
で
の
月
例
賃
金
の
引
き
上
げ
が
必
要

で
あ
る
と
の
組
合
の
主
張
に
対
し
て
「
経
営

側
は
先
行
き
の
不
透
明
感
を
指
摘
し
、『
月
例

賃
金
の
引
き
上
げ
が
総
額
人
件
費
に
与
え
る

イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
い
こ
と
な
ど
か
ら
従
業

員
へ
の
成
果
配
分
は
一
時
金
が
ふ
さ
わ
し

い
』
と
述
べ
る
な
ど
、
自
社
の
支
払
い
能
力

を
中
心
と
す
る
態
度
を
示
し
た
」
な
ど
と
指

摘
。
そ
の
う
え
で
、「
そ
う
い
っ
た
厳
し
い
交

渉
の
な
か
で
、
多
く
の
構
成
組
織
・
単
組
は

個
別
企
業
に
お
け
る
人
へ
の
投
資
の
必
要
性

や
、
マ
ク
ロ
経
済
に
お
け
る
賃
上
げ
の
重
要

性
に
つ
い
て
粘
り
強
く
主
張
し
、
そ
の
結
果
、

多
く
の
組
合
で
回
答
の
引
き
出
し
を
図
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
分
析
し
た
。

　

こ
う
し
た
交
渉
経
過
や
五
月
一
一
日
ま
で

の
賃
上
げ
の
回
答
引
き
出
し
状
況
が
昨
年
同

期
に
比
べ
て
六
〇
七
円
（
〇
・
一
七
ポ
イ
ン

ト
）
増
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
賃
上
げ
分
が

明
確
に
把
握
で
き
る
組
合
数
が
前
年
同
期
比

で
五
一
五
組
合
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど
を
踏

ま
え
て
、「
先
行
組
合
の
ヤ
マ
場
以
降
も
昨
年

を
上
回
る
水
準
を
維
持
し
て
い
る
」「
賃
上
げ

の
流
れ
が
中
小
・
地
場
組
合
に
も
波
及
し
、

す
そ
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
と

明
記
し
て
い
る
。

非
正
規
の
処
遇
改
善
の
動
き
が
波
及

　

こ
の
ほ
か
、
非
正
規
労
働
者
の
賃
上
げ
回

答
は
、
時
給
で
前
年
同
期
比
五
・
四
九
円
、

月
給
で
同
一
八
八
〇
円
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、「
昨
年
を
大
き
く
上
回
る
回
答
を
引
き

出
し
て
お
り
、
処
遇
改
善
の
動
き
が
波
及
し

て
い
る
」
と
評
価
。
労
働
条
件
改
善
で
も
、

正
社
員
へ
の
転
換
ル
ー
ル
の
導
入
や
促
進
、

明
確
化
な
ど
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
今
後
、「
取
り
組
み
事
例
の
共
有
な

ど
を
行
い
、
引
き
続
き
雇
用
の
安
定
や
処
遇

改
善
を
進
め
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

　

賃
金
以
外
の
要
求
項
目
の
評
価
を
み
る
と
、

時
短
関
連
で
は
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
実
現
に
関
わ
る
『
イ
ン
タ
ー
バ
ル
休
暇

の
制
定
』
や
『
三
六
協
定
の
上
限
設
定
』
な

ど
の
要
求
は
四
四
二
九
件
提
出
さ
れ
（
前
年

同
期
三
七
六
七
件
）、
一
四
五
三
件
の
回
答

を
引
き
出
し
て
い
る
（
同
六
六
六
件
）」
と

記
載
。「
具
体
的
な
回
答
内
容
な
ど
の
集
約

を
進
め
て
お
り
、
好
事
例
の
共
有
な
ど
も
含

め
、
通
年
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
構
え
だ
。

「
働
き
方
」「
休
み
方
」
改
革
の
推
進
も

　
「
中
間
ま
と
め
」
は
、
春
闘
の
今
後
の
検

討
課
題
と
し
て
、
①
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
と

個
人
消
費
の
拡
大
に
よ
る
経
済
の
好
循
環
の

実
現
に
対
す
る
社
会
的
な
合
意
形
成
の
運
動

を
継
続
す
る
②
働
く
者
の
意
思
が
尊
重
さ
れ

る
働
き
方
と
処
遇
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て

の
検
討
を
加
速
さ
せ
、「
総
合
労
働
条
件
改
善

指
針
（
仮
称
）」
の
策
定
を
進
め
る
③
「
中

小
企
業
の
取
引
実
態
調
査
」
を
本
年
秋
に
前

倒
し
実
施
す
る
―
―
な
ど
の
必
要
が
あ
る
と

し
た
。

　

古
賀
会
長
は
中
央
委
員
会
の
冒
頭
、
二
〇

一
五
春
季
生
活
闘
争
に
つ
い
て
、「
賃
上
げ
を

起
点
と
し
た
新
た
な
好
循
環
の
サ
イ
ク
ル
を

継
続
し
て
回
し
て
い
く
た
め
に
、
す
べ
て
の

組
合
が
月
例
賃
金
と
中
小
企
業
や
非
正
規
雇

用
の
『
底
上
げ
・
底
支
え
』
に
こ
だ
わ
っ
て

き
た
」
と
振
り
返
っ
た
う
え
で
、
交
渉
を
通

じ
て
「
マ
ク
ロ
的
な
観
点
で
の
賃
上
げ
や
人

へ
の
投
資
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
一
定
の

理
解
が
進
ん
だ
こ
と
」
を
成
果
に
あ
げ
、「
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
総
括
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

社
会
実
現
の
取
り
組
み
」
に
も
触
れ
、「
昨
年

を
上
回
る
状
況
で
推
移
し
て
お
り
、
こ
の
流

れ
を
よ
り
一
層
大
き
な
も
の
に
し
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
」と
し
て
、「
働
き
方
」「
休
み
方
」

の
改
革
を
進
め
る
こ
と
で
、「
私
た
ち
が
社
会

の
規
範
を
創
造
す
る
気
概
を
も
っ
て
取
り
組

み
を
強
め
よ
う
」
と
訴
え
た
。

　

連
合
は
七
月
一
六
日
の
中
央
執
行
委
員
会

で
最
終
ま
と
め
を
確
認
す
る
。

賃
上
げ
回
答
平
均
は
六
四
八
一
円 

（
六
月
一
日
時
点
）
に

　

こ
う
し
た
な
か
、
連
合
は
六
月
四
日
、
二

〇
一
五
春
季
生
活
闘
争
の
臨
時
回
答
集
計
結

果
（
六
月
一
日
現
在
）
を
ま
と
め
た
。

　

回
答
集
計
結
果
を
み
る
と
、
集
計
組
合
総

数
八
七
〇
六
組
合
の
う
ち
、
要
求
提
出
組
合

ト
ピ
ッ
ク
ス

２
０
１
５
春
闘

4

今
次
闘
争
の
流
れ
を
今
後
の
前
進
に
つ
な
げ
る
―
―
連
合
、
金
属
労
協
中
間
ま
と
め
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数
は
七
一
四
〇
組
合
。
そ
の
う
ち
妥
結
済
み

の
組
合
は
五
一
〇
一
組
合
（
七
一
・
四
％
）

で
、
そ
の
内
訳
は
「
定
昇
相
当
分
も
賃
上
げ

分
も
確
保
で
き
た
」
が
一
九
四
〇
組
合
（
三

八
・
〇
％
）、「
定
昇
相
当
分
確
保
の
み
」
が

九
一
七
組
合
（
一
八
・
〇
％
）、「
定
昇
相
当

分
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
」
は
九
九
組
合

（
一
・
九
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
均
賃
金
方
式
で
の
定
昇
相
当
分
を
含
ん

だ
賃
上
げ
回
答
額
の
平
均
（
加
重
平
均
）
は

六
四
八
一
円
で
前
年
同
期
比
五
〇
〇
円
増
。

引
き
上
げ
率
は
二
・
二
三
％
で
前
年
同
期
を

〇
・
一
五
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
。
こ
れ
を
三

〇
〇
人
未
満
の
組
合
だ
け
で
み
る
と
、
引
き

上
げ
額
は
四
五
八
四
円
で
前
年
同
期
に
比
べ

三
二
六
円
増
、
引
き
上
げ
率
は
一
・
九
〇
％

で
、
こ
ち
ら
も
前
年
同
期
よ
り
〇
・
一
一
ポ

イ
ン
ト
高
い
。
な
お
、昨
年
と
同
一
組
合（
一

七
六
一
組
合
）
で
比
較
す
る
と
、
引
き
上
げ

額
は
昨
年
同
期
比
五
九
七
円
増
の
七
〇
〇
一

円
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
非
正
規
労
働
者
の
賃
上
げ
回
答
状

況
を
み
る
と
、
時
給
引
き
上
げ
の
加
重
平
均

は
一
六
・
七
六
円
で
、
前
年
同
期
比
五
・
三

三
円
増
。
月
給
引
き
上
げ
は
四
〇
七
一
円
で
、

同
一
八
四
四
円
増
と
な
っ
て
い
る
。

平
均
賃
上
げ
額
は
前
年
同
期
比

四
四
四
円
増
の
一
七
七
〇
円
に 

―
―
金
属
労
協

　

自
動
車
総
連
、
電
機
連
合
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
、
基

幹
労
連
、
全
電
線
の
五
つ
の
産
別
労
組
で
つ

く
る
金
属
労
協
は
、
五
月
二
八
日
に
中
央
闘

争
委
員
会
を
開
き
、「
二
〇
一
五
年
闘
争
評
価

と
課
題
（
中
間
ま
と
め
）」
を
確
認
し
た
。

　

金
属
労
協
で
は
二
〇
一
五
年
闘
争
で
、「
賃

金
構
造
維
持
分
を
確
保
し
た
う
え
で
、
六
〇

〇
〇
円
以
上
の
賃
上
げ
に
取
り
組
む
」
要
求

基
準
を
示
し
た
。
金
属
労
協
が
具
体
的
な
要

求
額
を
闘
争
方
針
に
掲
げ
る
の
は
、
二
〇
〇

二
年
闘
争
以
来
一
三
年
ぶ
り
の
こ
と
。
そ
の

結
果
、
全
体
集
計
で
は
三
二
八
三
組
合
中
二

六
六
八
組
合
が
要
求
。
そ
の
う
ち
二
一
八
二

組
合
（
八
一
・
六
％
）
が
賃
上
げ
を
求
め
、

要
求
額
の
平
均
は
五
七
一
一
円
に
な
っ
た
。

こ
れ
を
規
模
別
に
み
る
と
、
一
〇
〇
〇
人
以

上
が
六
〇
五
三
円
、
三
〇
〇
～
九
九
九
人
が

六
〇
〇
九
円
、
二
九
九
人
以
下
は
五
五
八
二

円
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
回
答
の
全
体
集
計
を
み
る
と
、
回

答
を
引
き
出
し
、
賃
金
構
造
維
持
分
が
明
確

な
一
九
一
八
組
合
の
う
ち
、
一
八
五
〇
組
合

（
九
六
・
五
％
）
が
賃
金
構
造
維
持
分
を
確

保
。
こ
の
う
ち
、
一
四
一
七
組
合
が
平
均
一

七
七
〇
円
の
賃
上
げ
を
獲
得
し
、
前
年
同
時

期
を
四
四
四
円
上
回
っ
た
。
規
模
別
で
は
、

一
〇
〇
〇
人
以
上
が
二
二
六
八
円
、
三
〇
〇

～
九
九
九
人
が
一
八
〇
七
円
、
二
九
九
人
以

下
が
一
六
二
三
円
。
そ
れ
ぞ
れ
前
年
同
時
期

の
獲
得
額
を
上
回
っ
た
も
の
の
、
規
模
ご
と

の
賃
上
げ
額
の
差
は
拡
大
し
た
。

　

ま
た
、
賃
上
げ
を
獲
得
し
た
組
合
は
、
回

答
を
引
き
出
し
た
組
合
の
六
四
・
一
％
（
前

年
同
時
期
五
八
・
一
％
）
を
占
め
た
。
こ
れ

は
、
賃
上
げ
要
求
し
た
組
合
の
六
四
・
九
％

（
同
六
〇
・
〇
％
）
に
な
る
。
回
答
を
引
き

出
し
た
組
合
の
割
合
は
、
規
模
別
で
は
一
〇

〇
〇
人
以
上
が
九
一
・
〇
％（
同
七
二
・
一
％
）、

三
〇
〇
～
九
九
九
人
が
八
二
・
四
％
（
同
六

八
・
五
％
）、
二
九
九
人
以
下
が
五
六
・
一
％

（
同
五
〇
・
四
％
）。
い
ず
れ
の
規
模
で
も

前
年
同
時
期
の
獲
得
割
合
が
改
善
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
一
方
で
、
規
模
が
小
さ
く
な

る
ほ
ど
獲
得
組
合
の
比
率
は
下
が
り
、
改
善

度
合
い
も
小
さ
く
な
る
。

年
間
一
時
金
は
四
・
四
四
カ
月

　

年
間
五
カ
月
以
上
を
基
準
と
し
て
、
年
間

四
カ
月
を
最
低
獲
得
水
準
と
位
置
付
け
た
一

時
金
は
、
全
体
集
計
で
一
六
五
七
組
合
が
回

答
を
引
き
出
し
た
。
平
均
獲
得
月
数
は
年
間

四
・
四
四
カ
月
で
、
前
年
同
時
期
の
年
間
四
・

三
九
カ
月
と
ほ
ぼ
同
水
準
。
前
年
と
の
比
較

が
可
能
な
一
五
四
九
組
合
の
う
ち
、
約
半
数

の
七
八
六
組
合
が
前
年
実
績
を
上
回
る
一
方
、

全
体
の
約
四
分
の
一
（
四
〇
三
組
合
）
は
前

年
実
績
を
下
回
る
結
果
に
な
っ
た
。
な
お
、

年
間
四
カ
月
を
下
回
る
組
合
は
三
九
七
組
合

で
、
前
年
同
時
期
よ
り
一
六
組
合
減
少
し
て

い
る
。

賃
上
げ
の
流
れ
を
加
速
さ
せ
前
年
を

上
回
る
成
果
を
引
き
出
し
た

　

こ
う
し
た
結
果
を
受
け
て
、「
中
間
ま
と

め
」
は
、「
二
〇
一
四
闘
争
で
作
り
出
し
た
賃

上
げ
の
流
れ
を
加
速
さ
せ
、
賃
上
げ
獲
得
組

合
、
賃
上
げ
幅
と
も
に
前
年
を
上
回
る
成
果

を
引
き
出
し
た
」
な
ど
と
評
価
す
る
一
方
、

重
点
課
題
と
し
て
い
た
賃
金
の
底
上
げ
に
つ

い
て
は
「
前
進
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

し
つ
つ
も
、「
回
答
を
引
き
出
し
た
組
合
の
三

分
の
一
が
賃
上
げ
を
獲
得
し
て
お
ら
ず
、
賃

上
げ
を
獲
得
す
る
組
合
の
一
層
の
拡
大
を
め

ざ
し
、
Ｊ
Ｃ
共
闘
強
化
に
向
け
た
検
討
を
進

め
る
」と
指
摘
。二
〇
一
六
年
闘
争
で
は
、「
こ

の
二
年
間
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
、

継
続
的
な
賃
上
げ
に
よ
る
勤
労
者
生
活
の
維

持
・
改
善
、
経
済
の
好
循
環
実
現
と
金
属
産

業
の
基
盤
強
化
に
資
す
る
賃
上
げ
を
図
る
べ

く
、
議
論
を
尽
く
し
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

　

金
属
労
協
で
は
七
月
二
四
日
に
開
く
常
任

幹
事
会
で
最
終
ま
と
め
を
確
認
す
る
。

（
調
査
・
解
析
部
）




